
NPO Japan-Papua New Guinea Association

　

虎ノ門駅 11 番出口　徒歩 1 分　（エレベーターで 37 階）
懇親会会場：同 37 階　ピオニーレストラン　（立食）

東京都千代田区霞が関三丁目 2番 1号　霞が関コモンゲート西館 37階
TEL ： 03-3581-0401 ( 代表 )

加原  奈穂子（かはら  なほこ）氏

受付開始１８：００  開会１８：３０ 懇親会 19：45から

2019年 3 月7日 (木 )
場 所  霞山会館

参 加 費

（当日、会員になって頂いた方　参加費＋年会費：9,000 円）

（当日会場にて承ります）

パプアニューギニアの文化と祭り
～ ハダシの学者　西江雅之先生の足跡を中心に ～

第 14 回  Toktok会
主催：特定非営利活動法人 日本・パプアニューギニア協会

当協会事務局

E-mail:info@jpng.or.jp
TEL:03-5216-3555   FAX:03-5216-3556

会員：3,000円　非会員：6,000円【講演会＆懇親会】

ＦＡＸでのお申し込みは裏面をご利用ください。

Toktok会担当委員は、当会の運営にあたり皆様の
ボランティア参加を求めています。お問い合わせは
担当理事  原まで。原 晃 Email : a.hara@jpng.or.jp

ボランティア募集

み
込
し
申
お

講師略歴
岡山県岡山市生まれ。専門は文化人類学・民俗学。
早稲田大学大学院文学研究科博士課程を経て、現在、早稲田大学、明治大学、
東京芸術大学などで教壇にたつ。
2006年度岡山民俗学会賞受賞。共著に『桃太郎は今も元気だ』、『珊瑚の文化
誌』（2008年度第28回寺田寅彦賞）、翻訳書に『アメリカの空へ』などがある。
伝統の観光活用に関心をもつ。パプアニューギニアの自然と人びとに魅せられ
て、その多様な文化の魅力を伝えたいと考えている。2018年刊行の西江雅之写
真集『顔！』（マウントハーゲンの祭りで撮影されたもの）の企画・解説などを
担当した。

講演主旨
東アフリカ、インド洋諸島、カリブ海域などで多数のフィールドワークにたずさわり、アフリカ諸語、ピジン・
クレオル諸語の先駆的研究をなした西江雅之先生（文化人類学・言語学）が、晩年にたびたび訪れたのがパプア
ニューギニアでした。高地地方のマウントハーゲンの祭り、文化人類学とかかわりの深いトロブリアンド諸島や
マヌス島など、各地におよぶ先生の旅の足跡をたどりながら、土地の人びとや多様な文化との出会いについて考
えてみたいと思います。




